
平平
成成
二二
十十
三三
年年
四四
月月

五五
日日
（（
火火
））
にに
、、
入入
学学

式式
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。

二二
十十
八八
名名
のの
新新
入入
生生
をを
、、

正正
門門
横横
でで
咲咲
きき
始始
めめ
たた

桜桜
のの
花花
とと
とと
もも
にに
、、
在在

校校
生生
がが
温温
かか
くく
迎迎
ええ
るる

式式
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
新新

入入
生生
代代
表表
のの
大大
久久
保保
亜亜

美美
ささ
んん
のの
言言
葉葉
のの
中中
でで
「「
人人
とと
人人
とと
のの
心心
のの
絆絆
をを

大大
切切
にに
希希
望望
にに
向向
かか
っっ
てて
、、
明明
日日
にに
向向
かか
っっ
てて
歩歩

いい
てて
行行
くく
つつ
もも
りり
でで
すす
。。」」
とと
、、
ここ
れれ
かか
らら
のの
中中
学学

校校
生生
活活
へへ
のの
意意
気気
込込
みみ
をを
力力
強強
くく
立立
派派
にに
挨挨
拶拶
しし

まま
しし
たた
。。

在在
校校
生生
代代
表表
とと
しし
てて
生生
徒徒
会会
長長
のの
細細
野野
幸幸
智智
子子

ささ
んん
もも
「「
ここ
れれ
かか
らら
一一
緒緒
にに
学学
びび
、、
一一
緒緒
にに
行行
事事

をを
創創
りり
上上
げげ
、、
思思
いい
出出
をを
たた
くく
ささ
んん
つつ
くく
っっ
てて
いい

きき
まま
しし
ょょ
うう
。。」」
とと
心心
かか
らら
のの
歓歓
迎迎
のの
言言
葉葉
をを
述述
べべ

てて
いい
まま
しし
たた
。。

今今
年年
度度
はは
全全
校校
生生
徒徒
七七
十十
一一
名名
でで
様様
々々
なな
活活
躍躍

をを
しし
てて
くく
れれ
るる
ここ
とと
とと
思思
いい
まま
すす
。。

四四
月月
六六
日日
（（
水水
））、、
新新
入入
生生
をを
対対
象象
とと
しし
たた
部部
活活

動動
紹紹
介介
がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。
本本
校校
にに
はは
、、
陸陸
上上
競競

技技
部部
（（
男男
女女
））、、
ババ
スス
ケケ
ッッ
トト
ボボ
ーー
ルル
部部
（（
男男
子子
））、、

ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
部部
（（
女女
子子
））、、
美美
術術
部部
のの
四四
つつ
のの
部部

活活
動動
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
どど
のの
部部
活活
動動
もも
共共
通通
のの
関関
心心

やや
目目
的的
意意
識識
をを
追追
求求
すす
るる
仲仲
間間
とと
のの
人人
間間
的的
なな
ふふ

れれ
ああ
いい
のの
中中
でで
、、
各各
自自
のの
自自
己己
実実
現現
とと
民民
主主
的的
なな

行行
動動
のの
下下
地地
をを
つつ
くく
りり
、、
存存
在在
感感
やや
充充
実実
感感
のの
ああ

るる
学学
校校
生生
活活
をを
送送
るる
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし
てて
活活
動動
しし

てて
いい
まま
すす
。。

ごご
家家
庭庭
でで
のの
理理
解解
、、
協協
力力
をを
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい

しし
まま
すす
。。

今今
年年
度度
のの
体体
育育
大大
会会
はは
五五
月月
二二
十十
八八
日日
（（
土土
））

にに
開開
催催
ささ
れれ
まま
すす
。。
校校
内内
でで
はは
体体
育育
大大
会会
実実
行行
委委

員員
をを
中中
心心
にに
準準
備備
がが
始始
まま
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
今今
年年
もも

赤赤
白白
二二
チチ
ーー
ムム
にに
分分
かか
れれ
てて
のの
対対
決決
とと
なな
りり
まま
すす

がが
、、
生生
徒徒
一一
人人
ひひ
とと
りり
がが
主主
役役
とと
なな
るる
体体
育育
大大
会会

でで
すす
。。
どど
うう
ぞぞ
ごご
期期
待待
くく
だだ
ささ
いい
。。

全全
体体
スス
ロロ
ーー
ガガ
ンン

『『
全全
力力
でで
作作
ろろ
うう
！！
最最
強強
・・
最最
高高
のの
絆絆
をを
！！
！！

～～
緑緑
のの
心心
をを
一一
つつ
にに
～～

』』

赤赤
組組

『『
めめ
ざざ
せせ
優優
勝勝
！！
俺俺
たた
ちち
はは
海海
賊賊
王王
にに
なな
るる
！！
』』

白白
組組

『『
めめ
ざざ
せせ
二二
連連
覇覇

シシ
ロロ
ええ
もも
んん
とと
のの
びび
太太
のの

絆絆
カカ
ーー
ニニ
ババ
ルル
』』

三三
年年
生生
はは
五五
月月
十十
一一

日日
（（
水水
））
かか
らら
十十
三三
日日

（（
金金
））
のの
予予
定定
でで
修修
学学
旅旅

行行
をを
実実
施施
しし
まま
すす
。。
一一
日日

目目
はは
春春
日日
大大
社社
・・
奈奈
良良
公公

園園
・・
唐唐
招招
提提
寺寺
・・
薬薬
師師
寺寺
、、

二二
日日
目目
はは
京京
都都
市市
内内
をを

班班
別別
自自
主主
行行
動動
学学
習習
、、
三三

日日
目目
はは
大大
阪阪
城城
・・
海海
遊遊
館館

及及
びび
天天
保保
山山
ママ
ーー
ケケ
ッッ

トト
ププ
レレ
イイ
スス
でで
すす
。。
中中
学学
校校
生生
活活
最最
後後
のの
宿宿
泊泊
体体

験験
学学
習習
とと
しし
てて
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
係係
活活
動動
やや
、、
班班
ごご

とと
のの
班班
別別
散散
策策
のの
テテ
ーー
ママ
をを
決決
めめ
、、
見見
学学
やや
体体
験験

等等
をを
計計
画画
しし
、、
古古
都都
のの
歴歴
史史
やや
日日
本本
のの
文文
化化
・・
伝伝

統統
にに
触触
れれ
、、
自自
らら
課課
題題
にに
取取
りり
組組
むむ
とと
共共
にに
、、
社社

会会
的的
なな
ママ
ナナ
ーー
をを
身身
にに
つつ
けけ
、、
集集
団団
行行
動動
をを
通通
しし

てて
、、
協協
力力
性性
やや
自自
主主
性性
をを
培培
うう
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし

まま
すす
。。
三三
年年
生生
はは
今今
年年
三三
月月
かか
らら
準準
備備
をを
進進
めめ
、、

当当
日日
まま
でで
残残
りり
二二
週週
間間
とと
なな
りり
、、
最最
終終
準準
備備
段段
階階

をを
迎迎
ええ
、、
学学
年年
全全
体体
でで
動動
いい
てて
いい
まま
すす
。。

５５月月 のの予予 定定
９９日日（（金金）） 心心臓臓検検診診

民民生生児児童童委委員員・・青青少少年年指指導導委委員員のの紹紹介介

１１００日日（（火火））・・１１８８日日（（水水）） 団団結結給給食食

１１１１日日（（水水））～～１１３３日日（（金金））

３３年年生生修修学学旅旅行行（（奈奈良良・・京京都都・・大大阪阪））

１１８８日日（（水水））団団結結給給食食

２２４４日日（（火火））歯歯科科検検診診

２２５５日日（（水水））体体育育大大会会予予行行練練習習

２２８８日日（（土土））体体育育大大会会

２２９９日日（（日日））体体育育大大会会雨雨天天順順延延日日

３３００日日（（月月））体体育育大大会会振振替替休休業業日日

３３１１日日（（火火））生生徒徒朝朝会会

平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
入入
学学
式式

新新
入入
生生
二二
十十
八八
名名
をを
迎迎
ええ
てて

部部

活活

動動

紹紹

介介

体体
育育
大大
会会
のの
スス
ロロ
ーー
ガガ
ンン
がが

決決
まま
りり
まま
しし
たた
！！

三三
年年
生生
修修
学学
旅旅
行行
にに
向向
けけ
てて


